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論 文 内 容 の 要 旨 
 花崗岩は大陸地殻を構成する主要な岩石であり、その上昇・定置機構の解明は大陸地殻の発達過程を議論す
る上で重要である。花崗岩マグマの定置深度は、静水圧下での浮力の観点から、地殻浅部（～10㎞深度）と推
定されるが、実際には花崗岩体の多くが地殻中部（～20㎞）に定置しており、花崗岩体の定置深度は、静水圧
下の浮力では説明できない場合が多い。西南日本内帯の白亜紀領家変成帯には、シート状古期花崗岩類と雫状
新期花崗岩類が分布している。両者は上昇・定置時の応力状態が異なるとされており、これら領家花崗岩類に
おける解析から、花崗岩マグマの定置機構における応力状態の影響を明らかに出来る可能性が高い。本研究は、
近畿中央部に産する古期花崗岩類（桜井花崗岩類）と新期花崗岩類（初瀬花崗岩）の構造地質学的・岩石学的
解析を行うことにより、花崗岩マグマの定置における応力状態（応力配置や差応力の大きさ）の影響を明らか
にする目的で行われた。 
 桜井花崗岩類と初瀬花崗岩はそれぞれ、展張場と圧縮場において上昇・定置しているが、その定置深度はほ
ぼ20 ㎞と類似したものとなり、静水圧下の浮力の中立点より明らかに深いことが明らかとなった。非静水圧下
での浮力の中立点は、展張応力場ではより浅く、圧縮応力場ではより深くなる。つまり、初瀬花崗岩は、圧縮
場による浮力の中立点の深化により、約20㎞に定置したのであろう。一方、展張場で上昇・定置した桜井花崗
岩類の定置深度は、非静水圧下の浮力では説明できない。一般に、差応力が地殻の強度を越える場合、地殻中
部（脆性－延性遷移帯）に剪断帯が発生する。展張場では非静水圧下での浮力の中立点よりも深い位置に剪断
帯が発生するため、桜井花崗岩類の約20㎞の定置深度は、この脆性－延性遷移帯に発生した剪断帯の存在が直
接の原因であると考えられる。 
 以上の領家花崗岩類における構造地質学的解析から、花崗岩マグマの定置深度は、地殻の応力配置と差応力
の大きさが主に支配していることが明らかとなった。これは、花崗岩の定置深度から地殻の応力状態を推定で
きる可能性があることを示し、始生代以降の大陸地殻の発達過程における重要な知見を、花崗岩の構造地質学
的解析から提供できることが期待される。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 大陸地殻の主要構成要素である花崗岩類は、より深部で形成されたマグマが地殻上部まで上昇し定置したも
のである。その定置深度は花崗岩マグマと母岩の密度差によって求まる浮力の中立点であるとされている。し
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かし、変動時貫入型花崗岩体の定置深度は、期待される浮力の中立点とは異なることが指摘されており、テク
トニクスと貫入深度との関係が様々な視点で検討されているが、いまだ不明な点が多い。本研究は、これらテ
クトニクスの異なる花崗岩類の貫入・定置機構の構造地質学的解析と理論的解析結果から、花崗岩マグマの貫
入・定置深度の支配要因を明らかにすることを目的としている。 
 本研究対象の近畿中央部は、白亜紀低圧高温型変成帯の領家変成帯に位置しており、桜井花崗岩（古期花崗
岩類）と初瀬花崗岩（新期花崗岩類）とが隣接して分布している。これらに関して、詳細な野外調査と室内作
業（変形微細構造の解析や鉱物化学組成、全岩化学組成）が行われた。桜井花崗岩および初瀬花崗岩にはマグ
マ期の変形から高温延性変形まで認められ、各変形構造の形成時期の検討に基づき、マグマ流動からマグマ固
結後までの変形史が明らかにされた。その結果、桜井花崗岩は展張場においてシート状に貫入・定置したのに
対して、初瀬花崗岩は圧縮場において雫状に貫入・定置したことが示された。また、桜井花崗岩と初瀬花崗岩
に含まれる角閃石の鉱物化学組成から、両花崗岩の定置深度が約20㎞と求められ、両者はその貫入テクトニク
スが大きく異なるのに対して定置深度は類似したものであることが示された。これらの結果より、桜井花崗岩
は地殻中部（脆性−塑性遷移深度、約20㎞深度に発達）に発達する剪断帯に受動的に定置し、初瀬花崗岩は圧縮
場における浮力の中立点に定置したというモデルが示された。以上の成果は、汎世界的な研究対象である花崗
岩マグマの貫入深度の支配要因に対して全く新しい視点を提供するものであり、大陸地殻の進化の解明にとっ
て重要な情報である。また、関連学会の研究者にも高く評価されている。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
